
 

 

令和４年度瀬戸将棋文化振興協会 事業報告 

（令和４年７月１日～令和５年６月３０日） 

 

１ 普及啓発事業 

 

（１）日本将棋連盟支部の登録（令和５年６月３０日現在） 

正会員 ５５８名 

（一般会員３３７名、女性会員２１９名、学生会員２名） 

賛助会員 １０３口（６２企業及び団体） 

 

（２）瀬戸こども将棋大会（令和４年８月２７日） 

瀬戸市文化センター 文化交流館 ３１会議室 

小学2年生以下（24名）、小学3.4年生（24名）、 

小学校5.6年生（24名）3クラス 72名で実施（応募者142名） 

合わせて、プロ棋士5名（杉本昌隆八段・竹内貴浩指導棋士四段・室田伊

緒女流二段・中澤沙耶女流二段・脇田菜々子女流初段）による指導対局

を実施 

 

２ 人材育成事業 

   市民に対して、将棋文化の普及・技術の向上を図るとともに、将棋を通じた交 

流や情報交換によって、将棋の人材育成を図る。 

  ・将棋指導 

瀬戸ＳＯＬＡＮ小学校スプリングスクール（１～4年生50名）へ、指導員派遣 

協力（3名） 

 

３ 広報・宣伝事業 

 

（１）協会新ホームページにより情報発信 

     ・タイトル戦情報 

・ＨＰからの会員登録 

・藤井聡太竜王・名人への応援メッセージ受付 等 

（２）広報せとへの将棋関係情報の掲載 

（３）ＰＲチラシ（会員募集等）を新規作成 

 



 

 

 

 

（４）ＡＢＥＭＡＴＶ番組収録支援 

ＡＢＥＭＡＴＶ主催の将棋界の早指し王を決定するオリジナル対局番組

「ＡＢＥＭＡトーナメント2023」の収録が行われた。内容は、瀬戸市文

化センター和室において、早指し対局及び瀬戸市新世紀工芸館において

陶芸体験が行われ、番組収録を全面的に支援した。 

棋士：藤井聡太竜王（瀬戸市20歳）、澤田真吾七段（鈴鹿市31歳）、 

齊藤裕也四段（桑名市25歳） 

放送日：令和５年７月１０日（月） 

４ 地元棋士応援事業 

（１）パブリックビューイング及びくす玉開き等 

・令和４年 ５月２４日（火）第7期棋王戦第3局ＰＶ、防衛くす玉開き 

・令和４年 ７月１７日（日）第93期棋聖戦第4局ＰＶ、防衛くす玉開き 

・令和４年 ９月 ６日（火）第63期王位戦第5局 防衛くす玉開き 

・令和４年１２月 ３日（土）第35期竜王戦第6局 防衛くす玉開き 

・令和５年 ３月 ５日（日）第48期棋王戦第3局ＰＶ 

・令和５年 ３月１２日（日）第72期王将戦第6局ＰＶ、防衛くす玉開き 

          ・令和５年 ３月１９日（日）第48期棋王戦第4局ＰＶ、六冠獲得くす玉 

開き 

     ・令和５年 ３月２０日（日）六冠獲得お祝い懸垂幕掲出 

（瀬戸信用金庫栄町支店） 

      ・令和５年 ５月２８日（日）第8期叡王戦第４局ＰＶ、防衛くす玉開き 

      ・令和５年 ６月 １日（木）第81期名人戦第５局ＰＶ、七冠獲得くす 

玉開き 

     ・令和５年 ６月 ５日（月）六冠獲得お祝い懸垂幕掲出、くす玉開き 

（瀬戸信用金庫栄町支店） 

 

  

（２）藤井聡太棋士応援コーナー 

・令和４年３月１８日（金）より令和５年１月１３日（金）まで、瀬 

戸信用金庫栄町支店において応援コ－ナーを開設し、期間を令和７ 

年１月１７日（金）まで延長。 

・令和４年１１月１日（火）から、同コーナーで「藤井聡太竜王秘蔵 

写真展」開催 

 

 



 

 

 

 

５ その他 

（１）会員向け記念品の作成及び配布 

・記念イヤープレート2022年度の作成 

・瀬戸焼「五冠で熱燗お猪口セット」頒布 

（令和4年10月24日～令和5年3月31日：500セット） 

・棋王獲得祝杯盃 

 

（２）島根県出雲市平田一式飾り保存会との連携事業 

      ・保存会制作の藤井聡太竜王 対 里見香奈女流四冠（出雲市出身） 

       の対局風景のせともの一式飾り展示を、「第91回せともの祭（令 

和4年9月10日・11日）」において、瀬戸信用金庫栄町支店「藤井聡 

太棋士応援コーナー」で展示及びワークショップを実施。 

合わせて、出雲観光協会による物産展開催。 

 

（３）将棋ポストの設置（瀬戸市と連携） 

・令和4年8月23日（金）瀬戸信用金庫栄町支店前に将棋の駒をデザイ 

ンした「将棋ポスト」を設置 

・全日本詰将棋連盟が発行する「詰将棋解答選手権2018」から初級問 

題を出題。 

 

（４）将棋文化振興自治体「全国将棋サミット2022」（瀬戸市と参加） 

 ・令和4年10月9日（日）関ヶ原ふれあいセンターで開催。記念講演 

会及び参加自治体による将棋事業報告・取組発表 

  



 

 

 

 

令和4年度 瀬戸将棋文化振興協会収支決算書 

（令和4年７月１日～令和5年６月３０日） 

【収入】 

  

（単位：円） 

項 目 予算額 決算額 備   考 

会費 3,107,000  3,262,000  正会員 558名 （一般 337名・女性 219名・学生 2名）       

賛助会員 103口 

負担金 1,500,000  1,600,000  こども将棋大会（財団負担金） 

補助金 600,000  600,000  こども将棋大会（瀬戸信用金庫地域振興協力基金） 

事業協賛金 100,000  100,000  こども将棋大会協賛金（リンタツ株式会社） 

寄付金 1,000  5,000  一般寄附（個人会員からの寄附） 

事業収入 100,000  34,000  こども将棋大会参加料（＠500×68名） 

雑収入 1,000  1,540,886  預金利息6円＋10円、五冠セット＠3,000×500個、送料

返金等 

繰越金 551,853  551,853    

合 計 5,960,853  7,693,739        

【支出】 

  

（単位：円） 

項 目 予算額 決算額 備   考 

謝礼 200,000  30,000  出雲平田一式飾り保存会謝礼 

報償費 1,000,000  2,114,145  会員記念品（イヤープレート2021及び2022・五冠セッ

ト・棋王祝杯盃） 

消耗品費 100,000  127,370  会員配送用袋、くす玉（小）、色紙等 

印刷製本費 200,000  91,453  こども将棋大会ＰＲチラシ・ポスター印刷 

賄費 50,000  41,642  出雲平田一式飾り保存会賄費 

手数料 200,000  375,692  ＨＰレンタルサーバー代、こども将棋大会ＰＲチラシデ

ザイン及び会場看板作成、ＰＲ横断幕作成等 

備品費 300,000  0    

通信運搬費 600,000  233,392  郵便・宅配料金、電報料金等 

委託料 1,800,000  1,333,580  こども将棋大会運営委託（ＧＣＴＶ・日本将棋連盟東海

普及連合会）、せともの祭会場設営等 

負担金 1,434,000  1,493,000  日本将棋連盟支部会費、愛知県支部連合会費、瀬戸市文

化協会会費、まるっとM観光協会費等 

雑費 76,853  169,092  将棋駒型陶器箸置き、関係団体手土産（お猪口等）等 

合 計 5,960,853  6,009,366        

 

収入額－支出額 1,684,373  

 


